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市政に対するご意見を
お寄せください

日本共産党京都市会議員団

5/14～5/28

No.407
5 月定例市会

日本共産党京都市会議員団は、
次の見解を発表しました。

市政トピックス ････････････ ２

本会議代表質問 ･･････････ ６

閉会本会議討論 ･･････････10

 5 月定例市会を終えて ････15

各議員から一言 ･･･････････16

　

五
月
定
例
市
会
は
、
市
民
の
く
ら
し
と
安
全

を
め
ぐ
る
重
大
な
情
勢
の
も
と
で
開
か
れ
ま
し

た
。

　

市
民
の
く
ら
し
と
中
小
企
業
の
営
業
を
ど
ん

底
に
突
き
落
と
し
、
市
財
政
の
再
建
に
も
逆
行

す
る
消
費
税
大
増
税
な
ど
、「
社
会
保
障
と
税

の
一
体
改
悪
」
関
連
法
案
の
国
会
審
議
が
大
詰

め
を
迎
え
て
い
ま
す
。「
原
発
ゼ
ロ
」
の
世
論

と
運
動
の
中
で
日
本
中
の
原
子
力
発
電
所
が
す

べ
て
稼
働
を
ス
ト
ッ
プ
し
、
大
飯
原
発
の
再
稼

働
を
許
さ
な
い
こ
と
が
大
き
な
焦
点
と
な
り
ま

し
た
。

　

日
本
共
産
党
市
会
議
員
団
は
、
市
長
が
原
発

再
稼
働
中
止
、
消
費
税
増
税
反
対
の
立
場
に
立

つ
こ
と
を
正
面
か
ら
迫
り
ま
し
た
。
日
本
共
産

党
以
外
の
与
党
会
派
は
代
表
質
問
で
、
原
発
再

稼
働
問
題
、
消
費
税
増
税
問
題
を
一
言
も
取
り

上
げ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

党
議
員
団
は
今
後
と
も
、
み
な
さ
ん
と
ご
い

っ
し
ょ
に
、く
ら
し
と
安
全
を
守
り
、政
治
の
閉

塞
状
況
を
打
ち
破
っ
て
市
民
・
国
民
が
主
人
公

の
政
治
を
実
現
す
る
た
め
、
全
力
を
あ
げ
ま
す
。

市
民
の
く
ら
し
と
安
全
を
守
っ
て
全
力

市
民
の
く
ら
し
と
安
全
を
守
っ
て
全
力

三条河原町で「大飯原発再稼働反対」を訴える市議団

「消費税大増税ストップ！」の先頭に
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党
議
員
団
は
、
消
費
税
増
税
が
市
民
の
く

ら
し
を
破
壊
す
る
と
と
も
に
京
都
市
財
政
を

い
っ
そ
う
厳
し
く
す
る
こ
と
を
指
摘
。
民
主

党
政
権
が
す
す
め
る
「
税
と
社
会
保
障
の
一

体
改
革
」
に
加
え
て
、「
京
（
み
や
こ
）
プ

ラ
ン
実
施
計
画
」
で
市
民
生
活
に
追
い
打
ち

を
か
け
る
市
長
の
姿
勢
を
き
び
し
く
批
判
し

ま
し
た
。

　

消
費
税
増
税
に
つ
い
て
、
市
長
は
答
弁
に

立
た
ず
、
理
事
者
が
「
広
く
公
平
に
負
担
す

る
税
。
安
定
財
源
は
重
要
」
だ
と
消
費
税
増

税
を
容
認
し
、
市
民
生
活
や
中
小
企
業
の
実

態
を
省
み
な
い
答
弁
を
繰
り
返
し
ま
し
た
。

　

自
民
党
、
民
主
・
都
み
ら
い
、
公
明
党
の
オ
ー
ル
与
党
は
、
代
表
質
問
で
、
こ
れ

ら
の
問
題
に
一
言
も
触
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

「
消
費
税
は
公
平
に
負
担
す
る
税
。

安
定
的
財
源
」
と
強
弁

「
原
発
再
稼
働
」「
消
費
税
」
に
一
言
も
な
し

く
ら
し
も
市
財
政
も
破
壊
す
る

消
費
税
大
増
税
ス
ト
ッ
プ
を

理
事
者

日
本
共
産
党
以
外
の
オ
ー
ル
与
党

低所得者ほど負担割合が高い
不公平な消費税

～200
万円

～250
万円

～300
万円

2000
万円～（年収）

200 300 2000

5.8%

4.0% 3.6%

1.0%

4444..00%%%%%%% 33333333333..66%%%%%%%%%%%

（年収ごとにみた消費税の負担割合）

（09年総務省資料より）
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30km

50km
京都市

滋賀県

京都府

大阪府

福井県

大飯原発

　

党
議
員
団
は
、
５
月
市
会
の
代
表
質
問
で
、

国
内
の
原
発
が
す
べ
て
稼
働
停
止
し
た
も
と

で
、
大
飯
原
発
３
号
機
・
４
号
機
の
再
稼
働

に
反
対
す
る
よ
う
国
に
強
く
求
め
る
べ
き
と

迫
る
と
と
も
に
、「
脱
原
発
を
め
ざ
す
首
長

会
議
」
に
参
加
し
、「
原
発
ゼ
ロ
」
の
立
場

に
立
つ
よ
う
求
め
ま
し
た
。

　

市
長
は
、
自
ら
が
示
し
て
い
た
原
発
再
稼

働
の
条
件
（
①
必
要
性
、
②
安
全
性
、
③
地

域
住
民
の
理
解
）
に
つ
い
て
の
判
断
を
示
す

こ
と
が
で
き
ず
、
再
稼
働
を
容
認
す
る
姿
勢

を
変
え
ま
せ
ん
で
し
た
。

自
ら
の
判
断
示
さ
ず
、

 

「
再
稼
働
容
認
」

大
飯
原
発
３
号
機
・
４
号
機
の

再
稼
働
は
許
せ
な
い

市 

長

大飯原発事故時の放射性ヨウ素の
拡散予測（京都府・滋賀県域）

（京都府の開示資料をもとにして作成）

500／避難

50～100／屋内避難
（単位はミリシーベルト）

100～500／コンク
リート屋内避難

N
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日
本
共
産
党
は

こ
う
考
え
る

す
で
に
五
〇
〇
件
の
申
し
込
み
が

「
震
災
が
れ
き
の
受
け
入
れ
」

「
耐
震
リ
フ
ォ
ー
ム
支
援
事
業
」が
ス
タ
ー
ト

　

四
月
か
ら
「
京
都
型
耐
震
リ
フ
ォ
ー
ム
支

援
事
業
」
が
ス
タ
ー
ト
し
、
申
し
込
み
が
殺

到
し
て
い
ま
す
。
耐
震
改
修
助
成
制
度
も
２

カ
月
で
目
標
の
三
〇
件
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
屋
根
や
瓦
な
ど
の
小
規
模

な
改
修
工
事
も
助
成
の
対
象
と
し
、
発
注
業

者
を
京
都
に
本
社
を
も
つ
事
業
者
に
限
る
な

ど
、
市
民
が
利
用
し
や
す
く
、
大
き
な
経
済

効
果
を
期
待
で
き
る
制
度
で
す
。（
二
〇
一

二
年
度
当
初
予
算
で
は
、
五
〇
〇
件
分
・
二

億
三
四
〇
〇
万
円
を
計
上
）

　

日
本
共
産
党
市
議
団
は
、
木
造
住
宅
の
耐

震
改
修
を
促
進
す
る
た
め
、
助
成
制
度
の
拡

充
を
求
め
て
き
ま
し
た
が
、
今
回
の
新
事
業

は
こ
れ
が
実
っ
た
も
の
。「
更
に
必
要
な
補

正
予
算
を
」
と
要
望
し
て
い
ま
す
。

　

日
本
共
産
党
市
会
議
員
団
は
、
４
月
５
日
、
震
災
が
れ
き
の
受
け
入
れ
に
つ
い
て
、
市
長
に

申
し
入
れ
を
行
い
ま
し
た
。「
申
し
入
れ
」
全
文
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

１ ．内閣総理大臣および環境大臣より、東日本大震災
により生じた災害廃棄物の処理に関して、広域処理
の要請が本市におこなわれ、４月６日までに返事が
求められています。
　 　今回、広域処理が求められている災害廃棄物は、
市町村ごとの内訳をみると、放射能濃度が不検出の
ものもあれば、最高340ベクレル（１キロあたり）
のものもあります。
１ ．被災地における災害廃棄物の速やかな処理は、復
興にとって重要な課題であり、通常の災害廃棄物に
ついては受け入れる必要があります。
　 　同時に、福島原発事故に起因して発生した、放射
性物質に汚染された廃棄物処理の責任は、第一義的
に東京電力と国が負うべきものです。ところが、政
府の放射性物質への対策は甚だ不十分であり、今回
の要請文においては、受け入れる廃棄物の放射能濃
度基準及び処理方法や体制について、明確に記述さ
れていません。
１ ．受け入れにあたっては、以下の条件を整えること
が必要です。
　 　第１に、本市で焼却されている通常廃棄物と同程
度の放射能レベル以下のものに限ること。
　 　第２に、処理の各段階での放射能測定の体制に万
全を期すこと。その体制や財源、結果の公表につい
て、国の責任でおこなうこと。
　 　第３に、処理の各段階での測定結果についてすべ
て公表すること。
　 　第４に、住民への説明と納得、合意を前提とする
こと。
　以上の４点を堅持されることを強く申し入れます。

大震災により生じた災害廃棄物の
広域処理受け入れ要請に関して

申
し
入
れ

4

差押え件数（件）
差押え金額（千円）
参加差押え・交付要求（件）
参加差押え・交付要求金額（千円）

07年 08年 09年 10年06年05年

（件） （千円）

756
186915
170
75037

1658
368757
221
94826

1390
296619
202
74893

392
109785
136
47327

489
130754
94

36961

183
72716
95

37593
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●介護保険料
　減額の申請を

国
保
会
計
は
四
年
連
続
で
単
年
度
黒
字

　

京
都
市
の
国
保
会
計
は
、
四
年
連
続

で
単
年
度
収
支
が
黒
字
と
な
る
見
込
み

で
す
。
四
年
間
の
黒
字
額
は
合
計
六
三

億
円
。
毎
年
の
保
険
料
値
上
げ
と
徴
収

強
化
に
よ
る
も
の
で
す
。

　

一
〇
年
間
で
見
る
と
国
保
は
黒
字
基

調
で
あ
り
、
四
一
億
円
（
見
込
み
）
の

累
積
赤
字
を
、
現
在
の
加
入
者
に
押
し

つ
け
る
こ
と
は
道
理
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　保険料段階が、第１・２・
３段階で、収入が120万円以
下（世帯員数によって加算が
あります）の方は保険料が減
額される場合があります。
　申請が必要です。７月中に
申請すれば、年額で減免され
ます。
　預貯金等の要件もあります
ので、お近くの市会議員にご
相談ください。

－25
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－15

－10

－5

0
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01年度
02年度 03年度

04年度 05年度

単年度収支（億円）

06年度
07年度

08年度 09年度 10年度 11年度
見込み

23.23

－8.19
－11.83

6.42

1.24

11.72
9.48

－19.34

13.32
11.43

15.46

京都市国保会計の推移

急増する国保差押え
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本
的
見
直
し
を
求
め
ま
し
た
。

　

市
長
は
、「
国
に
よ
る
Ｕ
Ｐ
Ｚ
の
設
定
や
新

原
子
力
規
制
機
関
に
よ
る
防
災
指
針
等
の
見
直

し
を
踏
ま
え
、
市
防
災
計
画
に
生
か
す
」
と
答

弁
し
ま
し
た
。

消
費
税
は
不
公
平
税
制
の
典
型

大
増
税
は
日
本
経
済
を
破
綻
に

　

西
野
議
員
は
、「
今
で
も
中
小
企
業
の
五
〜

七
割
は
消
費
税
を
転
嫁
で
き
て
お
ら
ず
、
業
績

不
振
が
長
引
き
、
税
収
全
体
は
減
っ
て
い
る
」

と
指
摘
。
こ
の
上
、
一
三
・
五
兆
円
も
の
消
費

税
増
税
で
、
京
都
経
済
は
大
打
撃
を
受
け
、
市

財
政
の
再
建
に
も
逆
行
す
る
こ
と
は
明
白
と
述

べ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
総
務
省
調
査
で
も
逆
進

性
は
明
ら
か
だ
と
指
摘
し
ま
し
た
。

　

市
長
は
答
弁
せ
ず
、
理
事
者
が
「
勤
労
世
帯

に
過
度
な
負
担
を
求
め
ず
、
あ
ら
ゆ
る
世
代
が

公
平
に
負
担
す
る
税
で
あ
り
安
定
財
源
は
必

要
」
と
、
消
費
税
増
税
を
容
認
し
、
市
民
生
活

や
中
小
企
業
の
実
態
を
か
え
り
み
な
い
従
来
の

答
弁
を
繰
り
返
し
ま
し
た
。

焼
却
灰
溶
融
施
設
の

事
業
中
止
を

　

西
野
議
員
は
、
試
運
転
開
始
か
ら
二
年
半
が

経
過
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
運
転
の
見
込
み
が

な
い
溶
融
施
設
は
「
事
業
の
破
綻
」
で
あ
る
と

批
判
。
充
分
な
時
間
を
か
け
て
も
試
運
転
が
で

き
な
い
事
業
は
、
市
長
が
中
止
す
る
決
断
を
す

べ
き
だ
と
求
め
ま
し
た
。

　

理
事
者
は
、
溶
融
施
設
運
転
に
固
執
す
る
答

弁
に
終
始
し
ま
し
た
。

外
環
状
線
・
桃
山
高
架
橋
の

抜
本
的
改
善
を

　

西
野
議
員
は
、
周
辺
住
民
か
ら
大
型
車
通
行

に
よ
る
振
動
へ
の
苦
情
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
外

環
状
線
に
つ
い
て
、
特
に
、
桃
山
高
架
橋
は
、

小
手
先
の
工
事
の
繰
り
返
し
で
は
、
結
局
費
用

負
担
が
増
大
し
、
周
辺
住
民
の
生
活
も
改
善
し

な
い
と
指
摘
。
早
急
に
高
速
道
路
並
み
の
抜
本

的
改
善
を
行
う
よ
う
求
め
ま
し
た
。

　

理
事
者
は
、「
振
動
の
緩
和
対
策
を
検
討
す

る
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。

醍
醐
地
域
の
ま
ち
づ
く
り
に

つ
い
て
要
望

　

西
野
議
員
は
、
市
営
住
宅
の
畳
、
風
呂
釜
の

取
り
替
え
は
、
市
の
責
任
で
行
う
こ
と
、
醍
醐

寺
周
辺
の
乱
開
発
に
対
す
る
指
導
を
強
化
す
る

こ
と
を
求
め
ま
し
た
。

代表質問
5 月 17 日

西野 さち子 議員

西野さち子議員は、５月17日に開かれた本会議で、
日本共産党を代表して質問を行いました。

大
飯
原
発
の
再
稼
働
に
反
対
し
、「
原
発
ゼ
ロ
」の
政
治
決
断
を

く
ら
し
と
経
済
を
破
壊
す
る
消
費
税
増
税
ス
ト
ッ
プ
を

6

再
稼
働
は
国
民
の
理
解
を

得
ら
れ
な
い

　

西
野
議
員
は
、
京
都
市
の
関
西
電
力
へ
の
株

主
提
案
は
、「
再
稼
働
容
認
の
立
場
」
だ
と
厳

し
く
批
判
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
野
田
内
閣
は
、

大
飯
原
発
の
「
安
全
性
」
と
再
稼
働
の
「
必
要

性
」
を
判
断
し
た
が
、
安
全
性
抜
き
の
「
電
力

不
足
」
を
脅
し
に
使
う
再
稼
働
あ
り
き
で
は
、

国
民
の
理
解
は
得
ら
れ
な
い
と
述
べ
ま
し
た
。

　

市
長
は
、「
大
飯
原
発
再
稼
働
は
、
①
電
力

需
要
の
必
要
性
②
原
発
の
安
全
性
の
確
保
③
地

域
住
民
の
理
解
を
得
る
こ
と
が
大
前
提
」
と
い

う
答
弁
に
と
ど
ま
り
、
再
稼
働
容
認
の
姿
勢
を

変
え
ま
せ
ん
で
し
た
。

「
原
発
ゼ
ロ
」の
立
場
を
明
確
に
。

市
民
の
安
全
と
い
の
ち
を
守
る

暫
定
計
画
の
見
直
し
を

　

西
野
議
員
は
、
原
発
再
稼
働
を
前
提
と
し
た

過
大
な
電
力
需
要
予
測
だ
と
批
判
。「
原
発
ゼ

ロ
」
で
、
夏
を
乗
り
切
る
た
め
に
、
関
電
自
身

の
努
力
、
企
業
の
努
力
、
市
民
の
協
力
を
求
め

る
立
場
に
立
つ
よ
う
に
求
め
ま
し
た
。

　

市
長
は
、「
夏
の
電
力
需
給
は
、
大
飯
原
発

再
稼
働
が
な
い
前
提
で
、
関
電
以
外
か
ら
電
力

融
通
を
受
け
て
も
、
一
昨
年
比
一
五
％
程
度
の

節
電
や
電
力
使
用
制
限
令
、
計
画
停
電
が
検
討

さ
れ
て
い
る
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。

　

西
野
議
員
は
、
京
都
市
原
子
力
発
電
所
事
故

対
応
暫
定
計
画
で
は
、
原
発
か
ら
三
〇
キ
ロ
メ

ー
ト
ル
を
「
緊
急
時
防
護
措
置
を
準
備
す
る
区

域
」
と
し
て
い
る
が
、
京
都
府
防
災
会
議
が
出

し
た
高
浜
原
発
か
ら
の
放
射
性
ヨ
ウ
素
拡
散
予

測
で
は
、
右
京
区
か
ら
府
南
部
に
ま
で
達
す
る

と
指
摘
（
写
真
上
）。
早
急
に
暫
定
計
画
の
抜
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こ
と
を
指
摘
。
こ
れ
で
は
市
民
の
く
ら
し
や
安

全
は
守
れ
な
い
、
職
員
削
減
計
画
は
撤
回
す
べ

き
と
求
め
ま
し
た
。

　

理
事
者
は
「
年
々
、
数
十
億
円
単
位
で
増
加

す
る
福
祉
関
係
予
算
を
確
保
す
る
た
め
、
総
人

件
費
の
削
減
な
ど
、
間
断
な
き
行
財
政
改
革
は

最
重
要
課
題
。
今
後
も
職
員
数
の
更
な
る
適
正

化
が
必
要
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。

　

井
上
議
員
は
、
①
市
役
所
で
も
非
常
勤
・
嘱

託
派
遣
な
ど
非
正
規
職
員
が
増
え
て
い
る
こ

と
、
②
市
バ
ス
や
ゴ
ミ
収
集
、
保
育
・
介
護
な

ど
、
市
民
の
く
ら
し
を
支
え
る
公
共
の
仕
事
に

携
わ
る
民
間
事
業
者
が
増
え
て
お
り
、
③
そ
の

労
働
者
の
中
で
も
、
派
遣
や
不
安
定
雇
用
が
広

が
っ
て
い
る
現
状
を
指
摘
。
労
働
者
の
実
態
の

把
握
・
身
分
確
保
と
賃
金
・
労
働
条
件
の
改
善

を
求
め
ま
し
た
。

　

理
事
者
は
、
民
間
の
「
公
務
」
労
働
分
野
に

つ
い
て
、「
各
々
の
雇
用
主
の
責
任
に
お
い
て
、

適
正
に
対
応
さ
れ
る
べ
き
も
の
」
と
無
責
任
な

答
弁
に
終
始
し
ま
し
た
。

中
小
企
業
支
援
へ
、

個
別
産
業
政
策
の
立
案
を

　

井
上
議
員
は
、
地
域
経
済
の
底
上
げ
、
地
元

中
小
業
者
の
振
興
に
む
け
、
特
に
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
と
建
設
分
野
を
例
に
あ
げ
て
個
別
産

業
政
策
の
立
案
を
提
起
し
ま
し
た
。

　

理
事
者
は
、「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
産

業
化
に
む
け
、
環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
産
業
の
振

興
に
取
り
組
ん
で
い
く
。
建
設
産
業
は
小
規

模
・
零
細
事
業
者
が
多
く
、
地
域
と
の
関
連
性

も
高
い
。
公
共
事
業
の
市
内
企
業
へ
の
優
先
発

注
や
、
木
造
住
宅
耐
震
リ
フ
ォ
ー
ム
支
援
制
度

な
ど
に
よ
り
需
要
を
喚
起
し
て
い
く
」
と
答
弁

し
ま
し
た
。

地
方
自
治
破
壊
の

道
州
制
、
関
西
広
域
連
合

　

井
上
議
員
は
、
関
西
広
域
連
合
で
議
論
さ
れ

て
い
る
国
の
出
先
機
関
の
移
管
に
つ
い
て
、
な

ぜ
移
管
が
必
要
な
の
か
、
な
ぜ
自
治
体
間
連
携

で
は
不
十
分
な
の
か
、
市
民
に
何
の
説
明
も
な

い
と
追
及
し
ま
し
た
。
ま
た
四
月
二
十
日
発
足

し
た
、
都
道
府
県
の
廃
止
、
道
州
制
の
導
入
を

め
ざ
す
「
道
州
制
推
進
知
事
・
指
定
都
市
市
長

連
合
」
に
、
門
川
市
長
も
加
入
し
て
い
る
こ
と

を
暴
露
。
道
州
制
は
、
府
県
を
廃
止
し
、「
広

域
産
業
基
盤
の
整
備
」
で
国
際
競
争
力
を
つ
け

る
と
い
う
財
界
の
長
年
の
要
求
に
応
え
る
も
の

で
、
出
先
機
関
の
移
管
や
関
西
広
域
連
合
は
、

道
州
制
へ
の
一
里
塚
だ
と
指
摘
し
ま
し
た
。

　

市
長
は
、「
都
道
府
県
の
廃
止
を
掲
げ
る
首

長
連
合
な
ら
京
都
府
は
ど
う
な
る
の
か
」
と
の

質
問
に
は
答
弁
を
避
け
つ
つ
「
新
た
な
大
都
市

制
度
、
特
別
自
治
市
制
度
を
創
設
す
る
と
と
も

に
、
道
州
制
を
導
入
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
」

「
関
西
広
域
連
合
は
、
道
州
と
は
異
な
る
も
の

で
、
そ
の
ま
ま
道
州
に
移
行
す
る
も
の
で
は
な

い
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。

代表質問
5 月 17 日

井上 けんじ 議員

井上けんじ議員は、５月17日に開かれた本会議で、
日本共産党を代表して質問を行いました。

社
会
保
障
の
改
悪
許
さ
ず
、

市
民
の
く
ら
し
の
実
態
に
寄
り
添
う
行
政
を

8

　

井
上
議
員
は
、
日
々
深
刻
と
な
る
市
民
の

く
ら
し
の
実
態
を
示
し
、
こ
の
よ
う
な
時
に
、

「
社
会
保
障
と
税
の
一
体
改
革
」
の
名
の
も
と
、

増
税
と
社
会
保
障
改
悪
を
す
す
め
よ
う
と
す
る

の
は
「
一
体
改
悪
」
だ
と
指
摘
し
、
政
府
の
方

職
員
削
減
方
針
は
撤
回
し
、「
公
務

労
働
者
」
の
労
働
条
件
の
改
善
を

　

井
上
議
員
は
、「
京
プ
ラ
ン
」
で
、
消
防
職

員
八
〇
人
の
削
減
を
含
め
、
今
後
一
〇
年
間
で

一
四
〇
〇
人
の
職
員
削
減
が
計
画
さ
れ
て
い
る

政府が考えている社会保障切り捨ての方向

「京プラン 実施計画」に盛り込まれた
市民生活切り捨ての内容

年金
支給額の引き下げ
支給開始年齢を68～70歳に先送り

医療
後期高齢者医療制度の温存
70～74歳の医療費窓口負担を2倍に

介護 保険料引き上げ、利用料が1割→2割へ
保育 公的責任をすてさる「子ども・子育て新システム」導入

●市税軽減措置の見直し
●敬老乗車証の見直し
● 母子家庭等医療費支給制度
の見直し

●高校生奨学金の見直し
●学童う歯対策事業の見直し
●債権回収の強化
 等

針
を
厳
し
く
批
判
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
京
都

市
が
す
す
め
る
「
京
（
み
や
こ
）
プ
ラ
ン
」
は
、

市
税
軽
減
措
置
の
見
直
し
、
債
権
回
収
の
推
進
、

敬
老
乗
車
証
の
見
直
し
な
ど
、
市
民
生
活
に
追

い
打
ち
を
か
け
る
も
の
と
追
及
し
ま
し
た
。

　

市
長
は
、「
負
担
の
公
平
性
の
確
保
や
、
よ

り
効
率
的
で
効
果
的
な
施
策
・
事
業
の
点
検
を

す
す
め
て
い
く
」
と
、
さ
ら
な
る
市
民
へ
の
し

わ
寄
せ
の
姿
勢
を
示
し
ま
し
た
。

　

井
上
議
員
は
、
市
民
の
く
ら
し
が
厳
し
い
と

き
だ
か
ら
こ
そ
、
く
ら
し
の
実
態
に
寄
り
添
っ

た
行
政
の
充
実
が
求
め
ら
れ
る
と
し
て
、
①
医

療
機
関
と
福
祉
事
務
所
、
区
役
所
と
の
連
携
、

②
生
活
保
護
の
適
正
受
給
が
で
き
る
よ
う
生
活

保
護
行
政
の
充
実
、
③
市
と
し
て
高
齢
者
訪
問

調
査
を
行
う
な
ど
、
高
齢
者
と
直
接
接
す
る
行

政
の
あ
り
方
を
検
討
す
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。

市
民
生
活
破
壊
の

「
京

み
や
こプ

ラ
ン
」
の
実
施
を
や
め
よ
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基
礎
自
治
体
の
自
治
権
が
ま
す
ま
す
弱
ま
り
、
住
民
自
治

に
逆
行
す
る
こ
と
を
批
判
し
ま
し
た
。

関
西
広
域
連
合
は
道
州
制
に

道
を
開
く

反
対
理
由
そ
の
４

　

日
本
共
産
党
は
、
関
西
広
域
連
合
が
〝
府
・
県
を
解
体

す
る
道
州
制
に
道
を
開
く
〞
も
の
で
あ
り
、
関
西
財
界
の

意
向
で
進
め
ら
れ
て
き
た
こ
と
を
指
摘
し
て
き
ま
し
た
。

　

本
会
議
で
井
上
市
議
の
代
表
質
問
に
対
し
て
、
門
川
市

長
が
、
地
方
自
治
制
度
は
「
特
別
自
治
市
制
度
を
創
設
す

る
と
と
も
に
」、「
道
州
制
を
導
入
す
る
こ
と
が
望
ま
し

い
」
と
答
え
た
こ
と
に
つ
い
て
、
西
村
議
員
は
、「
府
内

2003年２月　 関経連が道州制を進めるための具体策とし
て関西広域連合を提案

　10年12月　 関西広域連合（京都を含む７府県）が設
立。京都市は「連合が権限を持って担う事
務は府県に関するものだけ。加入するメリ
ットはない」として、オブザーバー参加に
とどめる

　11年１月　 京都市は、大阪、神戸、堺の３政令市とと
もに、国の出先機関が同連合に移譲された
段階で同連合に加入する方針を確認

　　　12月　 橋下大阪市長が、独自に同連合に早期加入
を表明したため、京都市や他の政令市も前
倒しに同調

　12年３月　 門川市長が市議会で、同連合へ正式加入
し、そのために必要な連合規約改正案を５
月議会に提案すると表明

　　　４月　大阪、堺両市が同連合に先行加入
　　　５月　 京都市、市議会に連合規約改正案を提案。

神戸市と８月加入を目指す

関西広域連合の主な経過と京都市の動き

（「京都民報」６月１日号より）

自
治
体
の
首
長
で
、
そ
こ
ま
で
踏
み
込
ん
で
言
っ
て
い
る

の
は
門
川
市
長
だ
け
」
と
厳
し
く
批
判
し
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
道
州
制
に
な
れ
ば
、
新
た
な
自
治
体
合
併
が

上
か
ら
押
し
付
け
ら
れ
、
い
ま
の
京
都
府
も
市
町
村
も
再

編
成
さ
れ
、
住
民
自
治
が
ま
す
ま
す
遠
く
な
り
、
憲
法
の

地
方
自
治
が
形
骸
化
さ
れ
る
恐
れ
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し

ま
し
た
。

　

最
後
に
西
村
議
員
は
、「
新
た
に
特
別
地
方
公
共
団
体

へ
加
盟
す
る
と
い
う
重
要
な
問
題
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
市

民
に
説
明
す
る
場
も
、
広
く
意
見
を
聞
く
機
会
も
設
け
ら

れ
な
か
っ
た
」
と
、
拙
速
な
加
盟
手
続
き
も
問
題
で
あ
る

こ
と
を
指
摘
し
ま
し
た
。

加
盟
手
続
き
に
も
問
題
あ
り

討 論 5 月 28 日

10

西
村
よ
し
み
議
員
が
反
対
討
論

狙
い
は
「
財
界
主
導
の
地
方
自
治
体
」
づ
く
り

住
民
自
治
に
逆
行
す
る
関
西
広
域
連
合
に
加
盟
す
る
な

　

西
村
議
員
は
、
関
西
広
域
連
合
の
狙
い
は
、
関
西
経
済

連
合
会
が
主
張
す
る
、
財
界
主
導
の
地
方
自
治
体
づ
く
り

だ
と
指
摘
。
関
西
広
域
連
合
を
テ
コ
に
、
首
都
機
能
の
バ

ッ
ク
ア
ッ
プ
、
国
際
空
港
や
国
際
コ
ン
テ
ナ
・
港
湾
、
北

陸
新
幹
線
や
中
央
リ
ニ
ア
新
幹
線
の
早
期
実
現
な
ど
、
巨

額
の
税
金
を
つ
ぎ
込
み
、
関
西
の
広
域
産
業
基
盤
の
強
化

を
狙
っ
て
い
る
と
述
べ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
広
域
防
災
、
観
光
、
医
療
な
ど
の
連
携
は
「
こ

れ
ま
で
も
各
自
治
体
間
の
連
携
で
実
施
し
て
い
る
も
の
」

と
述
べ
て
、
広
域
連
合
に
加
盟
す
る
必
要
性
が
な
い
こ
と

を
指
摘
し
ま
し
た
。

　

西
村
議
員
は
、
市
当
局
が
「
二
重
行
政
の
弊
害
を
打
破

す
る
」
と
説
明
す
る
関
西
広
域
連
合
の
加
盟
趣
旨
に
つ
い

て
、
委
員
会
に
お
け
る
「
関
西
広
域
連
合
が
決
め
た
事
で

あ
っ
て
も
、
基
礎
自
治
体
は
独
自
の
意
思
決
定
を
持
つ
」

と
の
答
弁
に
照
ら
し
て
、「
関
西
広
域
連
合
の
決
定
に
基

礎
自
治
体
が
従
わ
な
け
れ
ば
、
関
西
広
域
連
合
の
存
在
も

問
わ
れ
る
」「
決
定
に
従
う
こ
と
を
強
め
て
い
け
ば
、
基

礎
自
治
体
の
事
務
決
定
権
を
弱
め
る
」
と
い
う
矛
盾
を
指

摘
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
関
西
広
域
連
合
に
参
加
し
て
「
積
極
的
に
京
都

市
と
し
て
の
意
見
を
言
う
」
と
答
弁
し
て
い
る
が
、
連
合

議
会
に
お
け
る
京
都
市
会
か
ら
の
選
出
議
員
は
た
っ
た
一

人
で
あ
り
、
こ
れ
で
は
「
六
九
人
の
議
員
、
一
四
七
万
市

民
の
声
を
反
映
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
述
べ
て
、

財
界
主
導
の
地
方
自
治
体
づ
く
り

反
対
理
由
そ
の
１

京
都
市
の
財
政
負
担
は
増
え
る

反
対
理
由
そ
の
２

住
民
自
治
に
逆
行
す
る

反
対
理
由
そ
の
３

　

関
西
広
域
連
合
は
当
面
、
国
の
三
つ
の
機
関
（
近
畿
地

方
整
備
局
・
近
畿
経
済
産
業
局
・
地
方
環
境
事
務
所
）
を

関
西
広
域
連
合
へ
移
管
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
事
業
費

の
規
模
は
九
九
〇
〇
億
円
に
な
り
ま
す
。

　

西
村
議
員
は
、
こ
の
件
で
、
京
都
市
の
分
担
金
や
、
住

民
負
担
が
増
え
る
こ
と
に
つ
い
て
「
委
員
会
で
質
し
た
が
、

答
弁
で
は
『
無
制
限
に
増
え
る
も
の
で
は
な
い
』
と
し
か

答
え
な
か
っ
た
」
と
、
負
担
が
増
え
る
可
能
性
を
指
摘
し

ま
し
た
。

　

国
が
、
関
西
広
域
連
合
や
基
礎
自
治
体
へ
必
要
な
財
源

を
移
譲
す
る
か
ど
う
か
の
保
証
が
ど
こ
に
も
な
い
中
で
、

広
域
連
合
に
加
盟
す
る
こ
と
は
「
市
民
の
負
担
増
に
つ
な

が
る
」
と
厳
し
く
批
判
し
ま
し
た
。
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北
山
議
員
は
、
消
費
税
増
税
法
案
は
二
〇
一
四
年
四
月

に
八
％
、
二
〇
一
五
年
一
〇
月
に
は
一
〇
％
に
引
き
上
げ
、

国
民
に
年
間
一
三
兆
五
千
億
円
、
一
世
帯
当
た
り
一
〇
万

円
以
上
の
負
担
増
と
な
り
、
加
え
て
年
金
切
り
下
げ
や
介

護
保
険
料
の
値
上
げ
な
ど
社
会
保
障
の
引
き
下
げ
で
年
間

総
額
二
〇
兆
円
、
過
去
最
大
の
負
担
の
押
し
付
け
と
な
る

こ
と
を
指
摘
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
消
費
税
は
所
得
の
低
い
人
ほ
ど
重
い
負
担
と

な
る
逆
進
性
の
典
型
で
、
小
売
業
者
は
、
デ
フ
レ
経
済
の

下
、
価
格
に
転
嫁
で
き
な
い
た
め
納
税
で
き
ず
に
、
新
た

な
税
金
滞
納
の
約
半
分
を
消
費
税
が
占
め
る
ほ
ど
苦
し
め

ら
れ
て
い
る
実
態
を
厳
し
く
告
発
し
ま
し
た
。
ま
た
、
消

費
税
増
税
分
の
一
三
兆
五
千
億
円
の
う
ち
七
兆
円
は
社
会

保
障
に
は
使
わ
れ
ず
、
財
政
赤
字
の
穴
埋
め
や
大
企
業
減

税
に
回
さ
れ
る
こ
と
も
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。

　

北
山
議
員
は
、
く
ら
し
も
社
会
保
障
も
経
済
も
壊
し
て

し
ま
う
消
費
税
増
税
は
撤
回
し
て
、
社
会
保
障
の
い
っ
そ

う
の
充
実
で
く
ら
し
を
応
援
す
る
政
治
に
転
換
す
る
こ
と

を
強
く
求
め
ま
し
た
。

「
社
会
保
障
と
税
の
一
体
改
革
」
は
撤
回
し
、

国
民
生
活
を
立
て
直
す
政
策
に
転
換
を

 

北
山
た
だ
お
議
員
が
意
見
書
の
提
案
説
明

　市民の世論と運動が広がる中、「『子ども・子育て新システム』関連法案の
取り下げを求める」意見書や、拙速な再稼働に反対する主旨の「大飯原発３
号機、４号機の再稼働に関する」意見書などが可決されました。
　また、「社会保障と税の一体改革撤回」「国保の国庫負担引き上げ」を求め
る意見書は、日本共産党以外のすべての会派が反対し、市民の願いに背を向
ける姿勢が浮き彫りになりました。

5
月
市
会
で
可
決
さ
れ
た
意
見
書
・
決
議
（
8
件
）

否
決
さ
れ
た
意
見
書
・
決
議
（
3
件
）

○
賛
成　

●
反
対

○
賛
成　

●
反
対

共
産

自
民

民
主
・
都
み
ら
い

公
明

京
都
み
ん
な
・
無

夏
の
電
力
不
足
に
関
す
る
意
見
書

○

○

○

○

○

○

無
免
許
運
転
の
根
絶
の
た
め
の
法
改
正
を
求
め

る
意
見
書

○

○

○

○

○

○

「
子
ど
も
・
子
育
て
新
シ
ス
テ
ム
」
関
連
法
案

の
取
り
下
げ
を
求
め
る
意
見
書

○

○

●

○

●

●

大
飯
原
発
３
号
機
、
４
号
機
の
再
稼
働
に
関
す

る
意
見
書

○

○

○

○

●

○

「
防
災
・
減
災
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
」
に
よ
る
国

土
強
靱
化
を
求
め
る
意
見
書

○

○

○

○

○

○

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
促
進
に
向
け
た

環
境
整
備
を
求
め
る
意
見
書

○

○

○

○

○

○

「
横
大
路
運
動
公
園
」
へ
の
専
用
競
技
場
誘
致

を
推
進
す
る
決
議

●

○

○

○

○

○

陸
前
高
田
市
か
ら
取
り
寄
せ
た
薪
の
早
期
解
決

に
関
す
る
決
議

○

○

○

○

○

○

共
産

自
民

民
主
・
都
み
ら
い

公
明

京
都
み
ん
な
・
無

「
社
会
保
障
と
税
の
一
体
改
革
」
は
撤
回
し
、

国
民
生
活
を
立
て
直
す
政
策
に
転
換
す
る
こ
と

を
求
め
る
意
見
書

○

●

●

●

●

●

国
民
健
康
保
険
へ
の
国
庫
負
担
率
引
き
上
げ
を

求
め
る
意
見
書

○

●

●

●

●

●

五
山
の
送
り
火
騒
動
に
お
け
る
陸
前
高
田
市
の

薪
の
早
期
決
着
に
関
す
る
決
議

●

●

●

●

○

●
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討論、意見書・決議 5 月 28 日

道
州
制
に
道
を
開
く
関
西
広
域
連
合

　

と
が
し
議
員
は
、
関
西
広
域
連
合
加
入
に
よ
り
、
府
県

か
ら
の
行
財
政
権
限
の
移
譲
や
国
の
出
先
機
関
の
移
管
に

伴
う
業
務
拡
大
に
よ
っ
て
、
大
幅
な
分
担
金
が
課
せ
ら
れ
、

市
財
政
に
大
き
な
負
担
に
な
る
と
批
判
し
ま
し
た
。

議
会
に
は
基
本
設
計
の
図
面
が
出
な
い
ま
ま

　

と
が
し
議
員
は
、
京
都
会
館
再
整
備
の
総
工
費
は
解
体

予
算
と
合
わ
せ
る
と
約
一
一
四
億
円
と
大
幅
に
膨
張
し
て

い
る
が
、
基
本
設
計
の
図
面
も
議
会
に
は
未
だ
示
さ
れ

て
い
な
い
と
批
判
。「
建
物
価
値
継
承
に
係
る
検
討
委
員

会
」
の
提
言
が
、
基
本
設
計
に
反
映
さ
れ
て
い
る
か
ど
う

か
も
わ
か
ら
な
い
ま
ま
だ
と
述
べ
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
市
自
ら
の
景
観
政
策
に
反
し
て
、「
地
区
計

画
」
の
手
法
で
高
さ
制
限
を
緩
和
し
、
専
門
家
や
住
民
の

チ
ェ
ッ
ク
も
な
い
こ
と
は
重
大
だ
と
批
判
し
ま
し
た
。

京
都
会
館
再
整
備
は
、

建
物
価
値
を
継
承
し
改
修
を
基
本
に

　

と
が
し
議
員
は
、
岡
崎
の
静
か
で
落
ち
着
い
た
雰
囲
気

に
溶
け
込
ん
で
い
る
現
在
の
京
都
会
館
の
建
物
価
値
を
し

っ
か
り
と
継
承
し
つ
つ
、
音
響
・
客
席
・
バ
リ
ア
フ
リ
ー

の
改
善
や
ト
イ
レ
増
設
な
ど
、
第
一
ホ
ー
ル
の
解
体
・
新

築
で
は
な
く
、
改
修
で
十
分
に
対
応
で
き
る
と
指
摘
。
改

修
で
あ
れ
ば
、
工
事
費
は
数
十
億
円
単
位
で
少
な
く
で
き
、

三
ヵ
年
も
の
歳
月
を
か
け
ず
と
も
、
短
期
間
で
工
事
が
で

き
る
と
述
べ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
過
大
な
設
備
を
つ
く
る

ほ
ど
、
そ
の
維
持
管
理
費
は
膨
張
す
る
と
指
摘
し
ま
し
た
。 　

加
藤
議
員
は
、
国
民
健
康
保
険
の
繰
り
上
げ
充
用
に
は

賛
成
と
し
た
上
で
、
問
題
点
を
指
摘
し
ま
し
た
。

昨
年
、
一
〇
万
世
帯
が
値
上
げ

　

ま
ず
、
昨
年
度
、
所
得
割
料
率
引
き
上
げ
で
一
〇
万
世

帯
が
値
上
げ
に
な
っ
た
と
指
摘
。
市
民
か
ら
多
く
の
悲
鳴

が
寄
せ
ら
れ
た
こ
と
を
紹
介
し
た
上
で
、
保
険
料
は
市
民

の
負
担
の
限
界
を
超
え
て
お
り
、
直
ち
に
引
き
下
げ
に
踏

み
出
す
べ
き
と
主
張
し
ま
し
た
。

差
し
押
さ
え
は
三
倍
に

こ
れ
で
は
市
民
の
く
ら
し
は
守
れ
な
い

　

ま
た
、
差
し
押
さ
え
実
施
件
数
は
平
成
二
二
年
度
で
一

六
五
八
件
と
三
年
前
の
三
倍
、
学
資
保
険
の
差
し
押
さ
え

も
増
加
し
て
お
り
、
こ
れ
で
は
市
民
の
く
ら
し
を
支
え
命

を
守
る
砦
と
し
て
の
市
職
員
本
来
の
役
割
を
果
た
せ
な
い
、

と
述
べ
、
徴
収
強
化
一
本
や
り
の
方
針
は
撤
回
す
べ
き
と

主
張
し
ま
し
た
。

　

そ
の
上
で
、
国
民
健
康
保
険
会
計
の
運
営
が
苦
し
い
の

は
、
国
庫
負
担
割
合
が
大
幅
に
減
ら
さ
れ
た
こ
と
に
要
因

が
あ
る
と
指
摘
。
事
態
を
打
開
し
、
安
定
的
な
運
営
を
確

保
す
る
た
め
に
は
、
国
が
国
費
の
拡
充
に
よ
り
本
来
の
財

政
責
任
を
果
た
す
こ
と
こ
そ
必
要
で
あ
る
と
述
べ
ま
し
た
。

広
域
化
で
国
の
財
政
責
任
を
あ
い
ま
い
に
す
る
な

　

さ
ら
に
、
現
在
議
論
さ
れ
て
い
る
、「
国
保
の
広
域

化
」
は
、
国
の
医
療
費
抑
制
政
策
を
受
入
れ
る
も
の
で
あ

り
、
認
め
ら
れ
な
い
と
主
張
。
国
の
財
政
責
任
を
あ
い
ま

い
に
し
て
枠
組
み
だ
け
を
変
更
し
て
も
、
そ
の
し
わ
よ
せ

は
保
険
料
値
上
げ
に
帰
結
す
る
と
批
判
し
ま
し
た
。

国
保
料
の
負
担
は
限
界
。
差
押
え
で
な
く

保
険
料
引
き
下
げ
を
、国
は
責
任
を
果
た
せ

 

加
藤
あ
い
議
員
が
討
論

平
成
24
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
案
、

基
金
特
別
会
計
補
正
予
算
案
に
つ
い
て

 

と
が
し
豊
議
員
が
反
対
討
論
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５
月
定
例
市
会
を
終
え
て
二
〇
一
二
年
五
月
二
十
八
日

日
本
共
産
党
京
都
市
会
議
員
団

一 

、
本
日
、
五
月
定
例
会
が
閉
会
し
ま
し
た
。
一
般
会
計
補
正
予
算
、
国
民

健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
の
繰
上
げ
充
用
な
ど
市
長
提
案
の
二
七
議
案
が

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

 　

日
本
共
産
党
市
会
議
員
団
は
、
道
州
制
に
つ
な
が
る
関
西
広
域
連
合
分

担
金
や
、
京
都
会
館
建
て
替
え
に
係
る
経
費
を
盛
り
込
ん
だ
一
般
会
計
補

正
予
算
な
ど
十
議
案
に
は
反
対
し
、
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
や
人

事
案
件
な
ど
十
七
議
案
に
は
賛
成
し
ま
し
た
。
自
民
、
民
主
・
都
み
ら
い
、

公
明
、
京
都
、
み
ん
な
・
無
の
各
会
派
は
、
市
長
提
案
の
全
て
の
議
案
に

賛
成
し
ま
し
た
。

一 

、
今
議
会
は
、
五
月
五
日
、
国
内
全
て
の
原
発
が
停
止
す
る
中
、
政
府
が

原
発
再
稼
働
を
狙
い
、
消
費
税
増
税
法
案
が
審
議
入
り
す
る
緊
迫
し
た
情

勢
の
下
で
開
か
れ
ま
し
た
。
党
議
員
団
は
本
会
議
質
問
で
、
原
発
の
再
稼

働
中
止
、
消
費
税
増
税
に
対
す
る
市
長
の
政
治
姿
勢
を
正
面
か
ら
質
し
ま

し
た
。
消
費
税
増
税
が
京
都
市
財
政
を
い
っ
そ
う
厳
し
く
す
る
こ
と
を
指

摘
し
、
民
主
党
政
権
が
進
め
る
「
税
と
社
会
保
障
の
一
体
改
革
」
に
加
え

て
「
京
プ
ラ
ン
実
施
計
画
」
で
市
民
生
活
に
追
い
討
ち
を
か
け
る
市
長
の

姿
勢
を
批
判
し
ま
し
た
。
市
長
は
、
自
身
が
示
し
て
い
た
原
発
再
稼
働
の

条
件
（
必
要
性
、
安
全
性
、
地
域
住
民
の
理
解
）
に
つ
い
て
の
見
解
を
示

す
こ
と
が
で
き
ず
、
事
実
上
の
再
稼
働
容
認
の
姿
勢
を
変
え
よ
う
と
し
ま

せ
ん
で
し
た
。
消
費
税
増
税
に
つ
い
て
、
市
長
は
答
弁
に
た
た
ず
、
理
事

者
が
「
広
く
公
平
に
負
担
す
る
税
。
安
定
財
源
は
重
要
」
だ
と
消
費
税
増

税
を
容
認
し
、
市
民
生
活
や
中
小
企
業
の
実
態
を
省
み
な
い
従
来
の
答
弁

を
繰
り
返
し
ま
し
た
。
ま
た
、
稼
働
の
見
通
し
が
た
た
な
い
焼
却
灰
溶
融

施
設
の
ム
ダ
遣
い
に
は
、
固
執
す
る
姿
勢
を
重
ね
て
示
し
ま
し
た
。

　

 　

消
費
税
、
原
発
再
稼
働
中
止
な
ど
、
市
民
生
活
に
か
か
わ
る
重
要
な
問

題
に
つ
い
て
、
市
長
自
ら
が
答
弁
し
な
い
な
ど
、
地
方
自
治
体
の
首
長
と

し
て
の
見
識
が
問
わ
れ
る
も
の
で
厳
し
く
批
判
す
る
も
の
で
す
。
自
民
、

民
主
・
都
み
ら
い
、
公
明
は
代
表
質
問
で
、
こ
れ
ら
の
問
題
に
一
言
も
触

れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

一 

、
今
議
会
に
市
長
は
、
関
西
広
域
連
合
に
加
入
す
る
議
案
を
提
出
し
ま
し

た
。
党
議
員
団
は
、
道
州
制
の
実
現
と
住
民
自
治
を
破
壊
す
る
自
治
体
再

編
を
す
す
め
よ
う
と
す
る
、関
西
財
界
の
狙
い
を
論
戦
で
暴
露
し
ま
し
た
。

市
民
へ
の
十
分
な
説
明
も
、
意
見
を
聞
く
こ
と
も
せ
ず
拙
速
に
可
決
す
べ

き
で
な
い
と
、
継
続
審
議
を
求
め
ま
し
た
が
否
決
さ
れ
、
原
案
に
反
対
し

ま
し
た
。道
州
制
へ
の
一
里
塚
で
あ
る
関
西
広
域
連
合
に
参
加
を
決
め
た
、

与
党
会
派
の
責
任
は
重
大
で
す
。

　

 　

ま
た
、
京
都
会
館
の
再
整
備
は
、
住
民
や
専
門
家
の
反
対
意
見
も
聞
か

ず
、
基
本
設
計
の
図
面
も
示
さ
れ
な
い
ま
ま
、
解
体
予
算
と
合
わ
せ
て

百
十
四
億
円
を
計
上
し
ま
し
た
。
党
議
員
団
は
改
修
を
基
本
と
し
た
計
画

に
立
ち
返
る
こ
と
を
求
め
て
反
対
し
ま
し
た
。

一 

、高
す
ぎ
る
国
民
健
康
保
険
料
の
引
き
下
げ
は
市
民
の
切
実
な
願
い
で
す
。

保
険
料
を
値
上
げ
し
た
二
〇
一
一
年
度
の
決
算
は
二
十
三
億
円
の
黒
字
と

な
り
、
こ
れ
で
四
年
連
続
の
黒
字
と
な
る
見
通
し
と
な
り
ま
し
た
。
同

時
に
こ
の
間
、
強
化
さ
れ
て
き
た
の
が
滞
納
保
険
料
の
徴
収
強
化
で
す
。

二
〇
一
〇
年
度
の
差
し
押
さ
え
は
、
一
六
五
八
件
と
三
年
前
の
三
倍
に
増

加
し
、
学
資
保
険
の
差
し
押
さ
え
も
三
十
七
件
と
引
き
続
き
増
加
し
て
い

ま
す
。
党
議
員
団
は
、国
庫
負
担
金
の
拡
充
を
求
め
る
意
見
書
も
提
案
し
、

保
険
料
の
引
き
下
げ
を
求
め
て
奮
闘
し
ま
し
た
。

　

 　

党
議
員
団
が
提
案
し
た
「
国
民
健
康
保
険
へ
の
国
庫
負
担
率
引
き
上
げ

を
求
め
る
」、｢

『
社
会
保
障
と
税
の
一
体
改
革
』
を
撤
回
し
、
国
民
生
活

を
立
て
直
す
政
策
に
転
換
す
る
こ
と
を
求
め
る
」
意
見
書
は
自
民
、民
主
・

都
み
ら
い
、
公
明
、
京
都
、
み
ん
な
・
無
が
反
対
し
否
決
し
ま
し
た
。

一 

、
市
民
の
世
論
と
運
動
が
広
が
る
中
、「『
子
ど
も
・
子
育
て
新
シ
ス
テ
ム
』

関
連
法
案
の
取
り
下
げ
を
求
め
る
」
意
見
書
が
、
共
産
、
自
民
、
公
明
の

共
同
提
案
で
可
決
し
ま
し
た
。
民
主
・
都
み
ら
い
、
京
都
党
、
み
ん
な
・

無
は
反
対
し
ま
し
た
。
ま
た
、
拙
速
な
再
稼
働
に
反
対
す
る
主
旨
の
「
大

飯
原
発
３
号
機
、
４
号
機
の
再
稼
働
に
関
す
る
」
意
見
書
や
、「
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
促
進
に
向
け
た
環
境
整
備
を
求
め
る
」
意
見
書
な

ど
六
件
の
意
見
書
を
可
決
し
ま
し
た
。
ま
た
、
科
学
的
知
見
に
基
づ
く
安

全
の
確
保
と
市
民
合
意
を
前
提
と
し
た
「
陸
前
高
田
市
か
ら
取
り
寄
せ
た

薪
の
早
期
解
決
に
関
す
る
」
決
議
を
全
会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。
京
都

党
は
今
年
の
五
山
の
送
り
火
ま
で
と
期
限
を
切
っ
た
決
議
を
単
独
で
提
案

し
、
討
論
で
は
「
焼
却
す
る
こ
と
も
可
能
」
と
、
市
民
合
意
を
無
視
す
る

姿
勢
を
改
め
て
示
し
ま
し
た
。

一 

、任
期
半
ば
に
、正
副
議
長
と
監
査
委
員
が
辞
任
し
ま
し
た
。
自
民
、民
主
・

都
み
ら
い
、
公
明
の
三
会
派
は
、
京
都
、
み
ん
な
・
無
が
賛
成
す
る
も
と

で
、
た
ら
い
回
し
に
よ
る
、
議
会
三
役
の
独
占
を
強
行
し
ま
し
た
。
市
会

第
二
党
の
日
本
共
産
党
を
三
役
人
事
か
ら
排
除
す
る
、
民
意
を
踏
み
に
じ

る
議
会
役
職
人
事
に
強
く
抗
議
す
る
も
の
で
す
。

一 

、
公
約
違
反
を
繰
り
返
す
民
主
党
政
権
に
対
す
る
市
民
の
怒
り
は
頂
点
に

達
し
て
い
ま
す
。
日
本
共
産
党
議
員
団
は
、
稼
働
原
発
を
ゼ
ロ
に
追
い
込

ん
だ
「
原
発
ゼ
ロ
」
の
た
た
か
い
を
い
っ
そ
う
広
げ
、
大
飯
原
発
の
再
稼

働
中
止
へ
と
力
を
尽
く
し
ま
す
。
ま
た
、
消
費
税
増
税
に
頼
ら
ず
社
会
保

障
の
充
実
と
財
政
危
機
打
開
の
道
が
あ
る
こ
と
を
広
く
示
し
、
増
税
中
止

の
広
範
な
市
民
の
願
い
を
実
現
さ
せ
る
た
め
に
全
力
を
あ
げ
ま
す
。

声 明 委員会トピックス
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経
済
総
務
委
員
会（
五
月
二
一
日
）

●
行
財
政
局

• 
京
都
市
市
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

の
制
定
に
つ
い
て

• 

公
立
大
学
法
人
京
都
市
立
芸
術
大
学
が
徴
収

す
る
料
金
の
上
限
の
認
可
に
つ
い
て

●
総
合
企
画
局

• 「
未
来
ま
ち
づ
く
り
一
〇
〇
人
委
員
会
の
取

り
組
み
に
つ
い
て

• 「
道
州
制
推
進
知
事
・
指
定
都
市
市
長
連
合
」

に
つ
い
て

●
産
業
観
光
局

• 

有
害
鳥
獣
対
策
に
つ
い
て

• 

高
度
技
術
研
究
所
内
で
お
き
た
盗
難
事
件
に

つ
い
て

　

く
ら
し
環
境
委
員
会（
五
月
二
一
日
）

●
文
化
市
民
局

• 「
京
都
市
印
鑑
条
例
等
の
一
部
改
正
す
る
」条

例
制
定
に
つ
い
て

• 「
京
都
市
地
域
コ
ミ
ュ
二
テ
ィ
活
性
化
推
進

計
画
」の
策
定
は
、
地
域
の
現
状
に
か
み
あ

っ
た
計
画
に
す
べ
き
。

• 

京
都
マ
ラ
ソ
ン
が
大
き
な
赤
字
に
な
っ
た
問

題
に
つ
い
て

●
環
境
政
策
局

• 

京
都
市
災
害
廃
棄
物
の
広
域
処
理
に
係
る
専

門
家
委
員
会
の
開
催
に
つ
い
て
、
す
べ
て
の

情
報
を
開
示
す
る
よ
う
に
求
め
た
。

• 

大
飯
原
発
の
再
稼
働
は
、
福
島
第
一
原
発
事

故
の
原
因
究
明
が
出
来
て
い
な
い
も
と
で
中

止
す
べ
き
。

　

教
育
福
祉
委
員
会（
五
月
二
一
日
）

●
保
健
福
祉
局

• 

学
童
保
育
所
と
し
て
使
用
す
る
元
小
学
校
の

耐
震
化
を
。

• 

ホ
ー
ム
レ
ス
実
態
調
査
の
結
果
と
支
援
の
あ

り
方
に
つ
い
て

• 

市
立
看
護
短
大
の
教
育
資
源
の
継
承
に
つ
い

て
、
理
念
継
承
の
破
綻
や
変
質
は
認
め
ら
れ

な
い
。

• 

市
営
保
育
所
の
今
後
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、

恣
意
的
資
料
を
用
い
た
民
間
移
管
の
方
針
を

批
判
。

• 

介
護
保
険
の
生
活
援
助
時
間
区
分
の
変
更
を

理
由
に
援
助
の
制
限
と
な
ら
な
い
よ
う
指
導

す
べ
き
。

•
児
童
の
発
達
障
害
の
診
断
待
機
に
つ
い
て

●
教
育
委
員
会

•
通
学
路
の
安
全
確
保
に
つ
い
て

• 

高
校
の
入
試
は
中
学
生
の
進
路
保
障
の
立
場

で
。

•
中
学
校
の
武
道
必
修
化
に
つ
い
て

　

ま
ち
づ
く
り
委
員
会（
五
月
二
二
日
）

●
都
市
計
画
局 

• 

地
区
計
画
区
域
内
に
お
け
る
建
築
物
等
の
制

限
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

• 「
東
大
路
通
整
備
構
想（
素
案
）」に
対
す
る
市

民
意
見
募
集
の
実
施
に
つ
い
て

• 

定
期
報
告
制
度
の
対
象
建
築
物
の
拡
大
に
関

す
る
市
民
意
見
募
集
結
果
と
施
行
細
則
の
改

正
に
つ
い
て

• 

建
築
基
準
法
に
基
づ
く
旅
館
・
ホ
テ
ル
に
対

す
る
防
災
対
策
に
つ
い
て

• 

市
営
住
宅
に
お
け
る
将
来
の
ま
ち
づ
く
り
の

た
め
の
入
居
実
態
把
握
に
つ
い
て

• 

島
津
三
条
工
場
の
地
区
計
画
は
、
新
景
観
政

策
に
反
す
る
も
の
。
原
点
に
立
ち
返
る
べ

き
。

• 「
京
都
会
館
の
建
物
価
値
継
承
に
係
る
検
討

委
員
会
」の
意
見
を
基
本
設
計
に
反
映
す
べ

き
。

•
焼
却
灰
溶
融
施
設
の
事
業
を
中
止
せ
よ
。

●
建
設
局

• 

二
ノ
瀬
ト
ン
ネ
ル
新
設
工
事
請
負
契
約
の
締

結
に
つ
い
て

•
市
道
路
線
の
認
定
・
廃
止
に
つ
い
て

• 

町
の
設
置
お
よ
び
町
の
区
域
の
変
更
に
つ
い

て
• 

通
学
路
の
安
全
確
保
に
向
け
た
取
り
組
み
に

つ
い
て

• 

京
都
水
族
館
・
ゴ
マ
フ
ア
ザ
ラ
シ
の
死
亡
原

因
に
つ
い
て
情
報
提
供
を
。

• 

地
元
の
要
望
に
こ
た
え
て
、
桃
山
高
架
橋
の

改
修
を
。

• 

老
朽
化
し
た
橋
り
ょ
う
の
改
修
を
急
げ
。

　

交
通
水
道
消
防
委
員
会（
五
月
二
二
日
）

●
交
通
局

•
市
バ
ス
旅
客
流
動
調
査
に
つ
い
て

●
消
防
局

• 
広
島
県
福
山
市
の
火
災
発
生
に
伴
う
消
防
局

の
対
応
に
つ
い
て

●
上
下
水
道
局

•
入
札
制
度
改
革
に
つ
い
て

•
重
要
契
約
の
変
更
に
つ
い
て

•
温
室
効
果
ガ
ス
削
減
計
画
書
に
つ
い
て

経
済
総
務
委
員
会

（
5
月
21
日
）

く
ら
し
環
境
委
員
会

（
5
月
21
日
）

教
育
福
祉
委
員
会

（
5
月
21
日
）

ま
ち
づ
く
り
委
員
会

（
5
月
22
日
）

交
通
水
道
消
防
委
員
会（

5
月
22
日
）

新
着
情
報

（
見
解
・
声
明
な
ど
）

New

﹇
申
し
入
れ
﹈
大
飯
原
発
再
稼
働
の
中
止
を
求
め
る 

（
2
0
1
2
年
4
月
26
日
）

﹇
申
し
入
れ
﹈
議
長
・
副
議
長
・
監
査
委
員
の
選
出
に
あ
た
っ
て 

（
2
0
1
2
年
5
月
15
日
）

﹇
申
し
入
れ
﹈
政
府
と
関
西
広
域
連
合
に
大
飯
原
発
再
稼
働
の
撤
回
を
求
め
る
こ
と 

（
2
0
1
2
年
6
月
1
日
）

﹇
声　
　

明
﹈
原
発
の
再
稼
働
中
止
・
原
発
ゼ
ロ
の
決
断
こ
そ
最
大
の
防
災
対
策 

（
2
0
1
2
年
6
月
12
日
）

全
文
は
、
市
議
団
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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河合 ようこ 加藤 あい

井上 けんじ岩橋 ちよみ

西京区 左京区

南　区右京区

　今年も教育福祉委員です。５月議会では、通学路の
安全対策や昼間里親委託料の改善を求め、市営保育所
を民間移管するなと質しました。地域では「介護保
険料が高い」「75歳になって保険料にびっくりした」
「民間バスにも敬老乗車証を使えるようにしてほし
い」「保育所に入れなかった」という話を聞きます。
国は負担増・社会保障改悪、市は国保会計黒字でも保
険料引下げせず…くらし・命が大変です。実態・要望
をしっかり伝えて、改善へ頑張ります。

　「子ども・子育て新システム」で待機児解消はでき
ない――いよいよはっきりしてきました。市町村の保
育実施義務を廃止するとしていますが、ともかく社会
保障を根こそぎ崩し、すべて自己責任に置き換えてい
く政治に未来はありません。
　今議会では同新システム関連法案の取り下げを求め
る意見書を賛成多数で可決することができました。社
会保障を人質にして消費税増税を迫る政治に真正面か
ら対決し、引き続きがんばります。

　本会議では、市長のめざす広域連合や道州制は財界
の意に沿ったもので、地域経済の循環や中小企業底上
げとは逆方向、市民のくらしに寄り添った心通う自治
体を、と要求。市職員による高齢者訪問調査などを求
めました。市で働く非正規労働者、民間の「公務分
野」での非正規労働者等の身分確保と処遇改善を求め
ました。委員会では、議会の議決抜きに市営保育所の
民営化を既成事実化しようとする市長の独断専行を厳
しく批判しました。

　まちづくり委員会で、全国的にも事故が相次いでい
る通学路の安全対策、ホテル等の防災対策について質
疑しました。通学路について、調査によって214の課
題区間が示されました。市民への公表、車のスピード
を抑制するなど、歩行者の命を守る道路行政をすすめ
ることを求めました。広島県福山市のホテル火災をう
けた緊急査察について、日常的に立ち入り、査察を行
うなど、行政の取組みを強化するよう求めました。
　命を守る安心・安全対策は待ったなしです。

教育福祉委員会で
頑張ります！

「子ども・子育て新システム」
取下げ求める意見書を可決

“形より中身を”
自治体の在り方を問う

通学路・生活道路の安全対策を！
今期はまちづくり委員会です

15人の市会議員から一言

16

団長　山中　 渡

副団長　井坂 博文 副団長・幹事長　倉林 明子

下京区

北　区 中京区

　今議会では、原発再稼働、関西広域連合参加問題に
ついて論戦を行いました。再稼働について、①福島原
発事故の原因究明もされず、②規制機関もない。再稼
働に道理がないと求めました。
　関西広域連合参加は関西財界の考える道州制への一
里塚であり、そのために地方自治体の大規模な再編、
住民自治破壊、大阪湾岸開発、リニア新幹線、第２名
神建設などに関西圏の財政を集中させる動きであるこ
とを暴露し、論戦を行いました。

　「かんさいこういきれんごう（関西広域連合）｣ ……
耳慣れない言葉だが、今議会に京都市の加入が提案さ
れた府県をまたがった連合体のこと。たった２時間の
審議で採択へ。党は継続審議を主張したものの、他会
派はあっさり賛成。
　広域連合議会議員は現在20名、京都市議会からは
たった１名。これで69名の市会議員の意見と、147
万京都市民の民意を、反映させることはできない。ま
すます政治が遠くなり、住民自治が後退するのではな
いだろうか。

　公共工事や委託事業で問題になっているダンピング競
争。所属する上下水道局の落札結果を調べると、１件の
工事に24社が同額で応札、全社が低入札調査価格に張
り付くという実態でした。低入札価格を割り込む入札も
横行し、ダンピングの勢いは止りません。結果は赤字覚
悟の受注と、下請け、労働者の賃金へのしわ寄せです。
　地域経済の活性化と雇用の確保を掲げる市長は、公契
約基本条例の制定を目指すとしています。ダンピング防
止へ、実効ある入札制度の改革を求めました。

道理のない原発再稼働、
住民自治を壊す関西広域連合参加

議会と市民の民意は
どうなる？

低入札の改善は
待ったなし

15人の
 市会議員
 から一言
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宮田 えりこ ひぐち 英明

西野 さち子西村 よしみ

山科区 左京区

伏見区右京区

　京都の文化芸術について、数年前にとられた京都市ア
ンケートがある。特徴的だったのは「機会があれば京都
の文化芸術にもっと親しみたい」と答えた30～40代女性
の多さ。子ども達を含め文化芸術の担い手が広がる条件
は無限だとわかる嬉しいデータだ。海外の美術館のように、
身近な、いつでも行ける「大切な市民の居場所」となる
空間は少ない。総工費も大膨張、市民・議会への不充分
な情報提供の姿勢は変わらず、過大な設備が盛込まれた
再整備計画が進む…。「ツケは市民に」など許されない。

　左京区・岡崎地域の地区計画に関する条例が共産党
以外の全議員の賛成で可決され、高さ規制の緩和が再
確認されました。これは、市民の長年の運動の中でつ
くりだされた新景観政策に反するものです。これまで
は「特例許可」でしたが、今回は「地区計画」での規
制緩和で、決定的に違うのが、申請者が建物所有者で
なく、京都市だという点です。新景観政策を市自らが
台無しにするもので、絶対に許せません。

　「消費税増税反対」「原発ゼロの日本を」「焼却灰溶
融施設の中止」「桃山高架橋の抜本的改修」等を求め
て、代表質問をしました。しかし、市長・理事者は原
発再稼働を容認する立場や「消費税は広く公平な税」
という答弁を繰り返すだけでした。また、国保料につ
いては、23億円の黒字となる一方で差し押さえが３
年前の３倍に急増。市民に冷たい市政に対し、日本共
産党以外の会派は市長の提案に全て賛成しました。

　市民生活が大変なとき、国の税制改悪で市民税・固
定資産税が一部値上げされました。私は委員会質疑
で、「市税の増税は国が負担すべき。防災の財源を市
民負担でまかなうやり方であり認められない」と追及
しました。また、住民自治を弱める関西広域連合への
本市の加盟問題も質したところ、市民に何の説明もな
いままの加盟であり、市民不在の姿勢が明らかになり
ました。５月市会では他に、有害鳥獣被害対策など、
市民に身近な問題を取り上げました。

京都会館、願いは日常的に
親しめる市民ホールのはず

新景観政策が
台無しに

大飯原発の
再稼働中止を！

5月定例市会を
終えて

15人の市会議員から一言

18

とがし　豊 玉本 なるみ

北山 ただおくらた 共子

左京区 北　区

山科区上京区

　先日、下鴨のアトリエ劇研というところで演劇を鑑
賞しました。客席は数十人の劇場ですが、役者さんの
息づかいを感じながらの舞台。大きな劇場では味わ
えない感動でした。こんな皆さん方を応援することが、
演劇の裾野を広げ、国内外に誇る人材を発掘する力に
もなるのかもしれません。
　京都会館解体・新築に114億円もかける一方で、文
化政策は貧困なままの京都市。一流を「呼び込む」の
ではなく、文化を「育む」市政にしたいものです。

　今年度は財政総務委員会の委員長の任務に就いてい
ます。市税の仕組みや国からの補助金・交付金など、
市民にとって、分かりにくいところがあると思います。
しっかり勉強し、市民の皆さんの生活の声が反映され
るように議論していきたいと思っています。
　また、産業観光局も所管の委員会なので、伝統産業
や農林業についても、厳しい現状をつかみ、産業とし
て成り立つよう取り組んでいきます。ご意見・ご要望
など、ぜひ、お聞かせください。

　ダイオキシンが基準の42倍も発生して大問題とな
り、その後も事故続きで試運転もできない焼却灰溶融
施設。東部山間埋立地の延命が目的ですから、ゴミの
減量化を進めれば、元々不必要なものです。稼働すれ
ば年間20億円の経費がかかるムダづかいの施設、き
っぱりと中止を決断すること、そしてゴミの分別の徹
底やゴミ排出規制をしっかりすることこそ必要です。
　ムダづかいを許さない市政実現に全力を挙げます。

　今年度、くらし環境委員会の所属となりました。大
飯原発再稼働、被災地がれきの受け入れ、京都会館再
整備など重要な問題に関わり質疑しました。請願に託
された「拙速な原発再稼働に反対する」主旨の意見書
を可決させることができたことは大切な成果です。
　市民の声と日本共産党の運動が政治を変える力で
す。地域を歩けば、「くらしと営業の危機、消費税増
税などとんでもない」の声です。がんばります。

世界一流を「呼び込む」のではなく、
文化を「育む」市政へ

今年は経済総務委員会で
頑張ります

焼却灰溶融施設は
いらない

いのち最優先、
大飯原発再稼働中止を！
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